
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               

ひる の 
ほし

星 

 

No.  251 

もくじ 

 

アブドル・バハの言葉
こ と ば

…….……….........…....2 

真実を述べること…….…..….………..…....…3 

クイズ…………………….….……..…..………7 

ぬり絵
  え

.………………..……............................8 

めいそう…………………………….………….9 

工作
こうさく

……………………….……......………....10 

みんなの写真
しゃしん

…….…………....…………......11 

保護者
ほ ご し ゃ

のページ……………..……….........…13 



2 

 

 

 

 

真実
し ん じ つ

を 

述べる
の  

ことは 

すべての美徳
び と く

 

の基礎
き そ

である。 
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真実
し ん じ つ

を述
の

べること 

 風
かぜ

が強
つよ

い、沖縄
おきなわ

の秋
あき

のある日でした。家の

隣
となり

の空
あ

き地で、ボールで遊んで
あそ    

いた５人の子供
こ ど も

が家に帰って来ました。リアズとアスマは

走って帰って来て冷蔵庫
れいぞうこ

の冷
つめ

たい飲み物
の   もの

を取りに行きました。シャラとモナは女の子の

部屋
へ や

に入って行きました。アニサは４人の兄や姉たちが一緒
いっしょ

に遊んでくれたのがうれしく

て、その様子
よ う す

をお母さんに話していました。そのとき突然
とつぜん

女の子の部屋から悲鳴
ひ め い

が上がり

ました。 

「おかあーさーん！！！」とシャラが叫
さけ

びました。 

それから、びっくりする程
ほど

の大きな泣き声がしました。シャラがほほに涙
なみだ

を流しながら、

大事
だ い じ

にしている人形を手にして出て来ました。アスマが彼
かれ

の誕生
たんじょう

日
び

プレゼントを買
か

っても

らう代わりにシャラに好きな人形を買うようにしてあげたものでした。シャラは片手
か た て

に人

形の頭
あたま

を、もう一方の手には胴体
どうたい

を持って立っていました。子供たちとお母さんはシャラ

とその哀れ
あ わ  

な人形の周
まわ

りに集まりました。「誰
だれ

かがアナリサ

（人形の名前）の頭を取っちゃったのよ！」とシャラが泣き

じゃくりながら訴
うった

えました。「リアズ、あんたでしょ。こん

なことしたのは！」とシャラが叫びました。「お前の人形なん

かに俺
おれ

が触
さわ

るわけないだろう！俺が一人でこっそり人形なん

かと遊ぶとでも思っているのか！」とリアズが笑
わら

いながら言

いました。シャラがみんなを見回してアニサに目を止めて、

じっと見ました。みんなの視線
し せ ん

が一斉に
いっせい  

アニサに集まりまし

た。 

「アニサ、あなたがシャラの人形をこわしたの？」と、お母さんがやさしくたずねました。 

「ちがうよ。」と、アニサが下を向いてこたえました。「この子だと思うわ、お母さん。い

つもその人形で遊びたがっていたけど、シャラがそうさせなかったのよ。」とモナが言いま

した。リアズがアニサの腕
うで

をつかんで「白状
はくじょう

しろよ、アニサ！俺だって時々悪さするけど、

いつも本当のことを言ってるんだよ！」と言いました。「ちがうよ！」と、ほほに涙を流し

ながら、アニサがリアズの手を振
ふ

りほどいて叫びました。モナがアニサの前に膝
ひざ

まづいて

言いました。「たぶん事故
じ こ

だったんでしょ？そうでしょう？アニサちゃん？」「ほら、本当

のこと言えよ。」とアスマがやさしく言いました。「お母さんがいつも言ってるだろう。こ

の世で罰
ばつ

をくった方がいいって。それで何かを学べばいいって。次の世まで待っていたら、

なおすには遅
おそ

すぎるんだぞ。」 

「真実
しんじつ

を述
の

べることは全て
すべ  

の美徳
び と く

の基礎
き そ

なり。」とリアズがかしこまって唱
とな

えました。 

アニサが手で顔
かお

をおおって泣きながら床
ゆか

に座
すわ

り込みました。シャラの時よりもひどい様子

でした。お母さんがアニサを膝にのせて、シャラの手から哀れな人形をやさしくとりまし

た。ひねったり、押し込んだりしながら、とうとう頭を元に戻
もど

しました。そして人形の服
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を整
ととの

えてやさしくシャラに返してみんなに言いました。 

「みんな、真実を述べることがどんなに大切か、またどうしてそれが全ての美徳の基礎な

のか、その物語を聞いてみる？」 

大事にしている人形を抱
だ

きかかえてゆらしながら、アニサをにらみつけて、シャ

ラはお母さんの横に座りました。他の子たちもお母さんを囲
かこ

んで座りました。そ

れからお母さんがお話を始めました。 

 

昔
むかし

あるところに、とてもいたずらっ子の男の子がいました。

男の子は猫
ねこ

のしっぽをひっぱったり、近所の犬をいじめたりし

ました。 また、お兄ちゃんに黙
だま

って、お兄ちゃんのおもちゃ

で遊んで、時々それを壊
こわ

してしまいました。お母さんがお客さ

んに作ったデザートも、こっそりと食べて知らんふりをしました。他にも時々友達の宿題
しゅくだい

な

のに勝手
か っ て

に自分の名前を付けて自分のだと言ってしまうこともありました。 

 でも、この男の子は、本当はそんなに悪い子ではなかったのです。いい心を持っ

ていました。いい子になりたいけれど、いい子になるのは、難
むずか

しいと思っていました。何

も考えないで、ついいたずらをしてしまうのでした。悪いなと思

っていても、謝
あやま

らないで、自分がしたのではないと嘘
うそ

を言ってし

まうのでした。そうすれば、誰
だれ

にも叱
しか

られずにすむし、みんなか

ら好
す

かれると思っていました。 

ある日、男の子のおばあさんが訪
たず

ねて来ました。このおば

あさんが賢
かしこ

いことは誰でも知っていました。このおば

あさんは小さい子供が大好きでした。そこで、このいたずらっ子の男の子は、

おばあさんに助けてもらうことにしました。 

 おばあさんが一人でロッキングチエアに座っているとき、男の子は、

おばあさんにそっと近づいていって、膝
ひざ

の上に乗
の

っかりました。男の子は、い

たずらっ子ではなくて、いい子になりたいとどんなに思っているかおばあさん

にすっかり打ち明けました。そして、おばあさんに助けて欲しいと頼
たの

みました。

おばあさんは、どんないたずらをしたのかききました。男の子は恥
は

ずかしそうに下を向い

て、自分がしたことを口ごもりながら、少しずつ話し始めました。その日の朝、おばあさ

んの靴
くつ

の中にカエルが入ったと男の子が言ったのは嘘でした。「本当は僕
ぼく

が入れたんだよ。」

と、男の子は言いました。 

 おばあさんは、にっこりして言いました。「いたず

らをしてしまうのは気にしないで何でもしたいことをしな

さい。ただこれからはいつも必
かなら

ず本当のことを言うように

しなさい。ただそれだけ。他にはいい子になろうと考えな

くていいよ。」男の子はとても喜
よろこ

びました。｢よし、今まで
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どおりしたいだけいたずらができるぞ。面白
おもしろ

いと思うことは何でもできるぞ。た

だ本当のことさえ言えばいいんだ。そんなの簡単
かんたん

だ。｣ 

次の朝、男の子はとてもいい気分で遊びに出かけました。だって、必ず本当のこと

さえ言えば何でもできるからです。最初に男の子の目に入ったのは、かわいい緑
みどり

のトカゲ

でした。｢ようし！お姉ちゃんのバッグの中に、このトカゲを入れてやれ。きっとお姉ちゃ

ん悲鳴をあげるぞ！｣ 

「あ、でも、ちょっと待てよ、本当のことを言わなくちゃいけないんだ。もしお母さんが

このことをきいたらどうしよう。僕がしたと言わなくちゃ。そうしたら、お母さんはとて

も怒るだろうな。だめだ、できない。」と男の子は考えながら、しばらく行くと、お兄ちゃ

んのスケートボードが目に入りました。『うん、これはいい、ちょっと乗ってやろう。』で

も、そのとき考えました。もしお兄ちゃんがきいたら、自分が黙って使った

のがばれてしまう。だから男の子は、それもやめました。 

 男の子は、だんだん退屈
たいくつ

になってきました。そのうち、近所の庭に

つないである犬を見つけました。「あ、そうだ、このばかな犬をからかって

やれ。」と思い、男の子は棒
ぼう

切
ぎ

れでその犬をいじめようとしました。「おっと、

この犬が吠
ほ

え出して近所が出てきて、どうしたのかときかれたら、本当のこ

とを言わなければいけないんだ。」と考えてまた歩き続けました。 

 一日中こんな調子
ちょうし

でした。だから男の子は何一ついたずらをしませんでした。どんなと

きも本当のことを言わなくてはいけなかったからです、 

 家に帰ったその夜、お父さん、お母さん、お兄さん、お姉さん、それ

からおばあさん、みんながその日男の子がどんなにいい子だったか褒
ほ

め

ました。男の子はみんなが自分のことを愛し、気にかけてくれているの

に気づきました。男の子は、このときから本当のことを言うことに決め

ました。そして男の子はもう二度といたずらをしなくなったのでした。 

 

 お話が終わると、みんながアニサの方に目を向けました。アニサは涙

を拭
ふ

きながら小声
こ ご え

でそっと言いました。 

「ごめん、シャラちゃん。人形の服
ふく

を着替
き が

えさせようとしたけど、服が取れなくて、頭の

方が取れちゃったのよ。こんなにするつもりじゃなかったのよ。人形、大丈夫
だいじょうぶ

？」 

シャラはまだおさまらなくて、アニサをにらみつけながら、大切な人形をもう一度見て言

いました。 

「アニサ、でも二度と勝手にこの人形に触
さわ

らないでね！」 

「わかった。二度としないと約束
やくそく

する！」とアニサが真剣
しんけん

にこたえました。 

お母さんが微笑
ほ ほ え

みながら二人を抱き寄せて言いました。 

「美徳の家を作ってみましょうか？真実を述べることがどんなに大切か、もっと理解でき

るようになると思うわ。」と言いながら、お母さんが他の部屋に行って 
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トランプのようなカードを見つけて戻
もど

って来ました。カードには数字ではなくて、それぞ

れに美徳が書かれていました。愛、尊敬
そんけい

、気づかい、手伝い、許し
ゆる  

、服従
ふくじゅう

、寛大
かんだい

、

和合、敬虔
けいけん

、謙遜
けんそん

などです。お母さんが子供たちに４枚ずつカードを配って説明

しました。 

「さあ、みんな、美徳の家を作りましょう！」 

子供たちは家の壁
かべ

になる４枚のカードを立たせようとするけれど、どうしても倒
たお

れてしまって、うまくいきません。とうとうお母さんが言いました。 

「あっ、そうそう、みんなに基礎
き そ

になるものをあげてなかったわ！」お母さんが紙
かみ

粘土
ね ん ど

を配
くば

りながら、家の土台
ど だ い

を作るように言いました。「これが真実を述べることで全ての

美徳の基礎になるものなのよ。」 

リアズが紙粘土を受け取りながら大声で言いました。 

「お母さん、忘
わす

れたんじゃなくて、わざと紙粘土をくれなかったんだ！そうだろう？」 

みんなは紙粘土の土台に４枚のカードを差し込みました。今度は簡単に美徳の家の壁
かべ

が立

ち上がりました。小さいアニサでも出来ました。それからお母さんが色
いろ

模造紙
も ぞ う し

を配
くば

って、

それを半分に折って家の屋根
や ね

にして、そこに「礼儀
れ い ぎ

正しさは美徳の王子」と書くように言

いました。それからお母さんが続けて言いました。 

「みんな、分かったでしょ。基礎なしで家は立ち上がらないでしょ。だから真実を述べる

ことは大切なのよ。一番大切な美徳なのよ。今までに習ったどんな美徳もこれなしでは成

り立たないのよ。」 

アスマが提案
ていあん

しました。 

「みんなが作った家の土台に『真実を述べること』と書き

込んだらどうかなあ。そうすればそれがどんなに大切か、

みんなに分かるんじゃないかな。」 

子供たちは居間に５つの立派な美徳の家を飾
かざ

りました。お

父さんが夜帰って来たら見せるためでした。 

ベッドに入る時、シャラはアニサに自分の大切な人形を抱

かせてあげました。二人ともにっこりとほほ笑んで眠
ねむ

りました。 

 

 

 

「真実を言わなければ、神の全ての世界における進歩
し ん ぽ

と成功
せいこう

は誰にとっても不可能
ふ か の う

であ

る。」アブドル・バハ 
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クイズ 

１．何故
な ぜ

シャラは泣いていたのですか？      

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

２．誰
だれ

が人形を壊
こわ

したのですか？          

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

３．お母さんのお話の中で、誰に男の子はいい子になれるよう手伝って欲しい

と頼
たの

んだのですか?                   

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

４．何をするように、おばあさんは男の子に約束
やくそく

させたのですか？  

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

５．何故その日男の子は何もいたずらをしなかったのですか？  

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

６．男の子が家に帰って、何が起きたのですか？  

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

７．何を男の子は習ったのですか？     

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

８．何の家を５人の子供は作ったのですか？   

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

９．何を家の壁
かべ

を立てるのに使ったのですか？   

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

10. このお話から、何をみんなさんは習いましたか？ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

どうでしたか？全部
ぜんぶ

答え
こた

られましたか 

答
こた

えは保護者
ほ ご し ゃ

のページのお話
はなし

のあとにあります。 



8 

 

美徳
び と く

の家 

材料
ざいりょう

 

＊色の厚紙
あつがみ

、（家の壁４枚、色
いろ

模造紙
も ぞ う し

では柔
やわ

ら             

かすぎて土台に差し込めない。） 

＊色模造紙（屋根
や ね

） 

＊紙
かみ

粘土
ね ん ど

（家の土台） 

＊マーカー 

＊はさみ 

＊テープ 

 

作り方 

＊４枚の厚紙に４つの美徳を書き込む。 

＊土台なしで４つの壁を立たせてみる。 

＊紙粘土で家の土台を作る。 

＊「真実を述べること」と土台に書き込む。 

＊１枚の壁に家の入り口ドア切り込む。 

＊４つの壁を土台に差し込む。 

＊色模造紙を半分に折って屋根を作る。 

＊屋根に「礼儀正しさは美徳の王子」と書き込んで、   

４つの壁にかぶせる。 

＊壁が崩
くず

れないようにテープでしっかり留
と

める。テー  

プはこれらの 美徳を習って神の

教えに従うという 意 

味です。 
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ぬり絵
え

 

 １から 49、49 と a、a から z までの点
てん

を全部
ぜ ん ぶ

つないでみましょう。どんな絵

が出て来るかな？ 

a b c d e f g h i j k l m n o p q r s t u v w x y z 
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みんなの写真 
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保護者のページ 

子供の最初の先生は私たち保護者です。子供は何でも、習って欲しくないことまでも、

私たちから習います。電話の友人に忙しいから会えないと言っておきながら、テルビを観

ているときもです。セールスマンや知らない人に理由にならないような、ちょっとした嘘

をつくときもです。子供はそれぐらいの嘘なら大丈夫と思ってしまいます。 

 子供に起こりそうもない脅しをしたことがありませんか。たとえば「ケンカを止めない

なら、車から降ろしてそこに置いていくよ！」とか。罰を与えると脅しておきながら、そ

の通りにしなかったことはありませんか。こういうことが重なると子供は私たちの言うこ

とを信用しなくなります。そうなると何を言っても意味がないことになります。バハオラ

の言葉に、「バハの人々よ! 行いが言葉と異なる者らの道を歩まないように気をつけよ。」、

「おお兄弟たちよ！言葉にあらずして、行いをもちて汝の飾りとせよ。」と、あります。だ

から日頃から私たちは真実を言うように気をつけなければいけません。「真実を述べること

は全ての美徳の基礎である。」というバハオラ言葉も、その通り行動に移して子供に見せる

ことが大切です。 

 ひとつ大事なことは感情的になって子供に罰を与えないことです。子供が何かしている

とき、起きることを警告します。起きてしまったら、お祈りをして落ち着いて、起こした

ことの責任を取るようにやさしく説明します。一度説明したら、子供が悲しそ

うにしても、泣いても、不平を言っても、その説明を変えてはいけません。子

育ては子供と同様に保護者の教育にもなります。大人でもみんな間違いをしま

す。間違いをしても，それを直していくことを子供と同じように学びます。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クイズの答え 

１）人形が壊れていた。２）アニサ。３）おばあさん。４）真実を述べること。５）真実を言わなければならなかった

から。６）家族のみんなが男の子をいい子だったので褒めた。７）真実を言うことがどなに大切か。８）美徳の家 ９）

紙粘土の土台。１０）？
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2012 年９月発行 

ひるの星をカラー印刷するには以下のリンクにアクセスしてください。 

http://www.bahaijpn.com/daystar.htm 

日本バハイ全国精神行政会 

〒160-0022 東京都新宿区新宿 7 丁目２番１３号 

電話：03-3209-7521 ＦＡＸ：03-3204-0773 

ひるの星委員会：平原静志、平原ルアナ、原奈緒、エダナ・アルマンザ 

協力 

物語：平原ルアナ、 

和訳：平原静志、 

写真：尊田望 

絵：スティヴン・パシャル、平原ルアナ、 

テクニカル・アドバイザー：尊田望 

監修：平野祐一 

 

皆さんのお子様のバハイ活動でみんなに役に立つ 

いいお話、又は写真などがあれば、送ってください。

vb7mb7@bma.biglobe.ne.jp に送ってください。 

http://www.bahaijpn.com/daystar.htm

